
       実践リハビリ研究会 運動器セミナー 

           

理学療法においては、運動学的・運動力学的解釈（身体重心・関節モーメント
・運動連鎖等）が可能なことは重要であろう。とりわけ運動器疾患では筋への
負荷量を視覚的に確認・解釈することがさらに重要であると考えている。例え
ば身体重心を上半身質量中心と下半身質量中心に分け、歩行周期中の上半身質
量中心が下半身質量中心の相対的な位置関係を観察し、下半身の緊張している
程度を推察できれば、問題点や治療アプローチ法の具体化につながっていくの
ではないだろうか。 

本セミナーではバイオメカニクスに基づいた視覚的理学療法評価を、そしてそ
の評価を根拠とした皮膚テーピングを用いた軟部組織の操作と身体正中化アプ
ローチを、最後に運動療法前後の変化の観察法を習得するものである。新たな
視点での運動器疾患の理学療法評価を再考できるだろう。 

 

第34回 

 

バイオメカニクスに基づいた 

評価と理学療法への展開 
~視覚的評価法から身体正中化アプローチまで~ 

 

福井 勉 先生（文京学院大学 教授） 

２０１9年9月29日（日）9：30～16：30（9：00受付）     

12,000円（税込） 当日現金にて徴収  

HPにて受付 

http://jissen-riha.com 

jissen-riha2＠ab.auone-net.jp           

グリーンホスピタルサプライ（株）４階大会場 

    （〒565-0853 大阪府吹田市春日3-20-8） 

北大阪急行電鉄「桃山台駅」下車 

         南改札口より南へ徒歩7分 

※近隣に駐車場が少ないので公共交通機関をご利用下さい  

 

  

     

どうやって使ったらいいの？ 

 

→ワークショップの場で実技を 

交えてご説明させていただきます。 

事前に疑問をたくさん持って 

ご来場ください。 

最後の時間に、意見交換の場を 

設けていますので、ユーザー同士で 

お悩みや工夫をお話しいただけます。 

 

どんな効果があるの？ 

 

→はじめに事例動画を含めて、 

そもそもプレミアムジムって 

何なのというところから 

ご紹介をさせていただきます。 

でも、話しを聞くだけでは 

なかなかわかりづらいですよね。 

触って体験してみる機会は 

なかなかありませんよ。 

どういう人が使うの？ 

 

→施設の方々だけでなく 

地域のケアマネさんやご家族の 

方々もぜひ新しいエクササイズに 

触れてみてください。 

個別でも集団でも、立位でも 

座位でもさまざまな人が 

ご利用いただけます。 

概 要 


